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波佐見焼・三川内焼関連年表
時 代 西暦 和暦 波 佐 見 焼 年 表 三 川 内 焼 年 表 参 考

安

土

・

桃

山

時

代

１５７３

１５８２

１５８５

１５９０

１５９２

１５９４

１５９７

１５９８

１５９９

１６００

１６０３

１６０５

１６０７

１６１０

１６１１

１６１２

天正元

天正１０

天正１５

天正１８

文禄元

文禄３

慶長２

慶長３

慶長４

慶長５

慶長８

慶長１０

慶長１２

慶長１５

慶長１６

慶長１７

天正年間（１５７３～１５９２）頃、波佐見は大村家の所領となる

この頃、肥前でやきもの生産がはじまる

波佐見出身の原マルチノが遣欧少年使節の一人となり、ロー

マヘ旅立つ

少年使節、ローマ法王に謁見

少年使節長崎へ帰着

文禄の役。大村家当主大村喜前は、小西行長配下となり戦地

へ赴く

岸岳城主波多氏改易により、岸岳諸窯の陶工離散

慶長の役。喜前、小西行長配下として再び戦地へ

慶長の役終了し、喜前、朝鮮人捕虜を連れ帰る

この年、李朝陶工李祐慶らによる波佐見焼創始の言い伝えあ

り。永尾山神社に「当山元建慶長四亥年」銘玉垣あり

大村藩ではじめて検地『慶長高帳』

慶長年間（１５９６～１６１５）に三股山開く『郷村記』

この頃、三股山開く『皿山旧記』

この頃、江戸期の波佐見村成立

大村藩、「御一門払い」で家臣団の整理を行う

大村藩第２回検地『慶長十七年壬子諸士高帳』

岸岳城主改易により一部の陶工が三川内の長葉山に移り開窯

する

平戸藩主松浦鎮信公が朝鮮より陶工を連れ帰り、平戸中野村
こ せき

椿坂に藩主の命により、朝鮮人陶工巨関が開窯する

こ せき さん の じょう

巨関の子、三之丞を出生する

室町幕府亡ぶ

本能寺の変により織

田信長討死

豊臣秀吉の全国統一

秀吉没

関ケ原の戦い

家康、江戸幕府開く

キリシタン禁令

波
佐
見
焼
・
三
川
内
焼
の
は
じ
ま
り

江

戸

時

代

磁
器
の
誕
生
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時 代 西暦 和暦 波 佐 見 焼 年 表 三 川 内 焼 年 表 参 考

江

戸

時

代

磁

器

の

誕

生

１６１５

１６１６

１６２２

１６３４

１６３６

１６３７

１６３９

１６４１

１６４３

１６４４

１６４７

１６５０

１６５６

１６６１

元和元

元和２

元和８

寛永１０

寛永１２

寛永１４

寛永１６

寛永１８

寛永２０

正保元

正保４

慶安３

明暦２

寛文元

喜前死去。李朝陶工と推測されている「秀山」殉死

李朝陶工李参平、佐賀藩、有田で泉山陶石発見

佐賀藩、有田・伊万里の窯場統合

中尾山開く『郷村記』『皿山旧記』

この頃有田で赤絵焼成に成功する

波佐見焼の創業に尽力したとされる富永治助死去（８０）

中尾下山開窯『郷村記』

こ せき

巨関は、一子三之丞他家来と共に藩主の命により領内で陶石

（陶土）の探索を行い、早岐の権常寺、日宇の東の浦、三川

内の吉の田、相木場の四ケ所で発見し、葭の本に仮住し試焼

きする
こうらい ば

巨関の招きにより唐津椎の峯の高麗媼は、長葉山開窯に協力した

この元和年間より藍絵・赤絵を、今村三之丞始める

三之丞は江上村（現針尾）三ツ岳にて白磁鉱を発見し白磁焼

成を研究、同じに青磁の焼成研究も始める

三之丞大村領中尾山に陶土を発見し、同地に窯築立し陶業を

始める。小柳吉右衛門弟子となる。その後平戸藩公の帰国の

下命により小柳吉右衛門に同所を譲り帰国する

三川内山に本格的な平戸藩御用窯を開窯

灰釉焼を発明する

三之丞代官兼棟梁を拝命し、今村の姓を賜る

江永、木原山に皿山役所出張所を設ける

朱泥色焼の逸品を発明する

赤絵焼を始める

製法秘密保護のため技術技法は、一子相伝の制度を設けた
こ せき

巨関永眠

平戸中野の陶工全員を三川内山に移す

大坂夏の陣

島原の乱

鎖国令

出島オランダ商館開

中国、「海禁令」で

やきもの輸出禁止

青

磁

の

時

代
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時 代 西暦 和暦 波 佐 見 焼 年 表 三 川 内 焼 年 表 参 考

江

戸

時

代

海

外

輸

出

時

代

１６６２

１６６３

１６６４

１６６５

１６６６

１６６７

１６６８

１６７２

１６７９

１６８１

１６８４

１６８５

１６８８

１６９２

１６９７

１６９９

寛文２

寛文３

寛文４

寛文５

寛文６

寛文７

寛文８

寛文１２

延宝７

天和元

貞享元

貞享２

貞享５

元禄５

元禄１０

元禄１２

稗木場山開く『九葉実録』『皿山旧記』

中尾下山開窯『九葉実録』『皿山旧記』

稗木場山開く『大村記・波佐見村』

大村藩、三股（現永尾地区）に皿山役所設置

永尾山開く『九葉実録』『皿山旧記』『郷村記』

木場山開窯『九葉実録』『皿山旧記』

稗木場山開く『郷村記』

波佐見から川棚、出島までのやきもの運搬料『九葉実録』

「私領内にて先年より少々皿、茶碗焼物出い候…」大村藩主

の手紙『大村家覚書』

大村藩による「皿山法則」『九葉実録』

天和年間（１６８１～１６８４）、波佐見村が上・下波佐見村へ

大新窯開窯『皿山旧記』

貞享年間［１６８４～１６８８）に大新窯開窯『郷村記』

この頃、稗木場新窯開窯『大村記・波佐見村』

大村藩による「皿山絵薬」（呉須）の購入開始

元禄年間（１６８８～１７０４）頃にまとめられた「大村記・波佐見

村」に、稗木場山１３軒（窯室）、稗木場新窯６軒、三股山２８

軒、木場山５軒、永尾山１３軒、中尾山３９軒の記録

百貫山開く『九葉実録』「皿山旧記」

今村弥次兵衛、天草陶石を発見

天草陶石と三ツ岳石の調合に成功する

透かし彫刻物や盛り上げ画、捻り細工物等始める

寛文年間：青藍唐子面染付が田中與兵衛尚俊によって始ま

る。後に禁裏製品となる

公議（徳川家）御献上品ご用命を受ける

細工所、代官役所、御番宅等五棟を新築する

こうらい ば

高麗媼１０６歳で永眠

禁裏御献上品御用命ぜられる

寛永以来宝暦年代に亘り諸国より、磁器素地の調合を探知しようと

六部又は商人に姿変えて潜入、瀬戸の加藤民吉もその一人であった

中国、「展海令」に

より輸出再開

く
ら
わ
ん
か
の
時
代
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時 代 西暦 和暦 波 佐 見 焼 年 表 三 川 内 焼 年 表 参 考

江

戸

時

代

く

ら

わ

ん

か

の

時

代

１７０２

１７０５

１７１２

１７３２

１７３４

１７４２

１７４３

１７５１

１７６３

１７７２

１７７５

１７８１

１７８３

１７９６

１８０７

１８３０

元禄１５

宝永２

正徳２

享保１７

享保１９

寛保２

寛保３

宝暦元

宝暦１３

安永元

安永４

天明元

天明３

寛政８

文化４

天保元

波佐見焼売り出しの記録『皿山旧記』

稗木場山陶工、長与窯（長崎県長与町）を再興『郷村記』

下津深江村（熊本県天草）での開窯に際し、三股の陶工が招

かれる『上田家文書』

享保の飢饉の影響で、窯業界不振『九葉実録』

享保年間中（１７１６～１７３６）、皿山地区に人形浄瑠璃おこる

現在、長崎県指定無形民俗文化財

村木に三藩の境を決めた三領石を建てる

大坂問屋とのやきもの取引開始『皿山旧記』

高浜焼（熊本県天草）の開窯に、長与窯の陶工招聘さる

安永年間（１７７２～１７８１）に編纂された『難波丸綱目』にこ

のころ大坂で大村藩のやきものを取り扱っていたと考えら

れる「大村なみ物問屋」の記録

砥部焼（愛媛県砥部町）での磁器創業に際し、長与窯の陶工

が招かれる

稗木場山で「ひびれ焼」創始

『近国焼物大概帳』によれば、この年、長与皿山３１間（窯室）、

中尾皿山８０間、三股皿山約７５間、永尾皿山約２０間、稗木場皿

山約３０間

三川内の陶工の一部が、佐々の一ノ瀬皿山に移る

瀬戸の加藤民吉、目的を果たして瀬戸に帰る

（文化文政時代）長崎に平戸三川内焼物産会所設置し、盛ん

に海外貿易を行う

蘭人が長崎にきて茄菲具を嗜好し貿易を起こす

「本山は我国における茄菲具（薄手兜形茶碗）の製作の元祖

にして海外輸出の先駆者なり」

赤穂浪士討ち入り

享保飢饉

天明の飢饉
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時 代 西暦 和暦 波 佐 見 焼 年 表 三 川 内 焼 年 表 参 考

江

戸

時

代

く

ら

わ

ん

か

の

時

代

１８３２

１８３３

１８３５

１８３７

１８４４

１８５３

１８５４

１８６２

１８６５

１８６７

１８６８

１８７０

１８７１

１８７２

１８７５

１８７７

天保３

天保４

天保６

天保８

天保１５

嘉永６

安政元

文久２

慶応元

慶応３

明治元

明治３

明治４

明治５

明治８

明治１０

波佐見で文化・文政（１８０４～１８３０）頃、色絵を完成したと伝

えられる馬場大助死去（６０）

天保の飢饉の影響で、稗木場皿山窮乏。福田安兵衛、廃窯の

危機を救い、「義人安兵衛」と称えられる

この年、伊万里港から積み出された波佐見焼は、３万７百俵

『伊万里歳時記』

この頃編纂された『郷村記』によれば、三股上登窯２３軒（窯

室）、三股下登窯２４軒、永尾本登窯２９軒、中尾上登窯３３軒、

中尾下登２６軒、中尾大新窯３９軒、稗木場皿山２０軒

皿山役所閉鎖

この年、三股山４３室、永尾山２４室、中尾山４８室、稗木場山１２

室の記録『大村藩史』

この頃より、染付顔料にコバルトを使用

「カッパ刷り」始まる

（嘉永安政時代）貿易益々盛んになる

福本永太郎平戸焼物産会所の業務一切を担当する

中里平兵衛須佐焼御用を拝命

金蘭錦付二度焼始まる

明治維新と共に廃藩置県となり、藩御用窯廃止され民窯とし

て再出発する

満宝山商舗を設立し、平戸焼物産会所の業務を引受ける

従来の大型登り窯（３０～４０間）を小型化（６～１５間）する

有田深川栄左右衛門より錦付紅茶々碗の注文を受ける

精密なる小物の素地成形に石膏を使用し始める

天保の飢饉

大塩平八郎の乱

ペリー来航

大政奉還

明治維新

西南の役

明

治

時

代

明
治
・
大
正
時
代
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時 代 西暦 和暦 波 佐 見 焼 年 表 三 川 内 焼 年 表 参 考

明

治

時

代

明

治

・

大

正

時

代

１８８０

１８８１

１８８３

１８８４

１８８５

１９８７

１８８９

１８９０

１８９１

１８９３

１８９４

１８９５

１８９７

１８９９

１９００

１９０１

１９０２

１９０４

１９０６

１９０７

１９０８

１９１０

明治１３

明治１４

明治１６

明治１７

明治１８

明治２０

明治２２

明治２３

明治２４

明治２６

明治２７

明治２８

明治３０

明治３２

明治３３

明治３４

明治３５

明治３７

明治３９

明治４０

明治４１

明治４３

天草陶石の使用『郷存記』

水車唐臼の開始

『東彼杵郡村誌』によれば、この年、上波佐見村では、徳利

１０万１３７６本、燗瓶５万８５００本、茶碗８万３３００組、下波佐見村

では、陶器４１万７０００個を生産

この年に書かれた『陶器窯台帳』によれば、中尾地区に１０登

６０室、三股地区に１０登７５、永尾郷に４登３７の登窯あり

この頃、銅版転写開始

波佐見金山の採掘始まる

陶磁器意匠伝習所を中尾地区に開設

稗木場陶磁器意匠伝習所を皿山地区に開設

上波佐見村陶磁器信用販売組合設立

波佐見銀行創設

磁器製碁石の生産を始める

このころより豊島、富田両氏は東京、横浜、神戸、長崎その

他の地を往来し販路の拡張に努める

東京上野共進会に出品

透し彫りの技術・技法を会得完成する

磁器製義歯の生産を始める

仏国パリ万国博覧会に出品

長崎県知事閣下によって透し彫り香炉を皇室へ献上

東京上野博覧会に出品

米国シカゴ博覧会に出品

陶磁器製造組合を設立

京都内国勤業博覧会に出品

蝋を用いて模様を描く技法を考案

陶磁器意匠伝習所を創設

仏国パリ万国博覧会に出品

日本窯業第一回共進会に出品

米国セントルイス博覧会に出品

その他多くの国内共進会に出品

陶磁器工業補習学校を創立

日清戦争勃発

日露戦争始まる

韓国併合
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時 代 西暦 和暦 波 佐 見 焼 年 表 三 川 内 焼 年 表 参 考
明
治

時
代

明

治

・

大

正

時

代

１９１２

１９１４

１９１６

１９１７

１９１８

１９１９

１９２３

１９２５

１９２６

１９２７

１９２９

１９３０

１９３２

１９３４

１９３５

１９３７

１９３８

１９３９

１９４０

１９４１

明治４５

大正３

大正５

大正６

大正７

大正８

大正１２

大正１４

大正１５

昭和２

昭和４

昭和５

昭和７

昭和９

昭和１０

昭和１２

昭和１３

昭和１４

昭和１５

昭和１６

波佐見金山閉山

上波佐見村に電灯ともる

中尾地区で鋳こみ始まる

長崎県東彼杵郡陶磁器株式会社設立

長崎県東彼杵郡陶磁器同業組合設立

ゴム印利用絵付開始

下波佐見村で村営電気事業開始

波佐見における石炭窯の開始（山慶）

波佐見銀行など吸収合併し大村銀行設立

この頃中尾上登窯廃窯

波佐見に長崎県窯業指導所開設 この頃皿山本登窯廃窯色絵

磁器で第１回重要無形文化財（１９５５）保持者となる富本憲吉

が波佐見を訪れ、福幸窯で製作に励む

波佐見陶磁器工業組合設立 長崎県史跡天然記念物調査委員

を委嘱（古窯跡踏査による調査）

上波佐見村に町制

洋食器生産開始（小吉陶園）

上波佐見町に公会堂建つ

波佐見陶磁器工業組合新事務所落成

やきものの価格統制

陶磁器業企業統制

この年以降登り窯から単窯に移行し始める

工業補習所を陶磁器従弟養成所に改称

長崎県三川内陶磁器工業組合を設立

県中央会と日本陶磁器工業組合連合会に加入

肥前陶磁器工業組合連合会に加入

第一回共同販売を実施

明治天皇崩御

第１次世界大戦勃発

ロシア革命

ベルサイユ条約

関東大震災

治安維持法

大正天皇崩御

金融恐慌

ロンドン軍縮会議

日中戦争始まる

第２次世界大戦勃発

太平洋戦争始まる

大

正

時

代

昭

和

時

代

昭

和

時

代
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時 代 西暦 和暦 波 佐 見 焼 年 表 三 川 内 焼 年 表 参 考

昭

和

時

代

昭

和

時

代

１９４３

１９４４

１９４５

１９４６

１９４７

１９４９

１９５０

１９５２

１９５３

１９５６

１９５９

１９６０

１９６２

１９６５

１９６８

１９７１

１９７４

１９７８

１９７９

１９８１

昭和１８

昭和１９

昭和２０

昭和２１

昭和２２

昭和２４

昭和２５

昭和２７

昭和２８

昭和３１

昭和３４

昭和３５

昭和３７

昭和４０

昭和４３

昭和４６

昭和４９

昭和５３

昭和５４

昭和５６

海軍食器生産

陶製手榴弾生産（今田製陶所 陸軍食器生産）

全国陶磁器統制組合解散

やきものの価格統制撤廃

この頃、永尾本登窯廃窯

この頃、智惠治登窯廃窯 中尾地区大水害

この頃、石炭窯から重油窯への転換進展

上波佐見町、下波佐見村合併し波佐見町誕生

第１回波佐見陶器まつり、見本市開催

畑ノ原窯跡、長崎県史跡指定

長崎県窯業指導所を長崎県窯業技術センターと改称

波佐見焼創業３７０年祭・陶祖李祐慶の碑・陶碑建立

長崎県窯業技術センターを長崎県窯業試験場と改称

波佐見焼、伝統的工芸品産地指定

波佐見町古窯跡分布調査 中尾下登窯発掘調査

畑ノ原窯跡の発掘調査

長崎県陶磁器統制組合を設立

三川内支所となる

統制組合を解散し、長崎県三川内陶磁器工業組合に改名

商工共同組合の組織変更により、三川内陶磁器工業協同組合

に改名

釉薬の共同生産を始める

共同販売の一本を実施する

三川内陶磁器文化センターを新築

この文化センター内に工業組合・３商業組合が入所

常陸宮両殿下おなり

伝統的工芸品産業振興法が制定される

三川内陶磁器工業協同組合が認定を受けるため、申請書を福

岡通産局に提出

伝統的工芸品産地として国の指定を受ける

後継者育成事業を開始

太平洋戦争終結

日本国憲法発布

神武景気

国連加盟

沖縄日本へ復帰
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時 代 西暦 和暦 波 佐 見 焼 年 表 三 川 内 焼 年 表 参 考

昭
和
時
代

昭
和
時
代

１９８２

１９８４

１９８９

１９９１

１９９２

１９９３

１９９４

１９９５

１９９６

１９９７

１９９８

１９９９

２０００

２００３

２００４

２００５

昭和５７

昭和５９

昭和６４平成元

平成３

平成４

平成５

平成６

平成７

平成８

平成９

平成１０

平成１１

平成１２

平成１５

平成１６

平成１７

陶芸の館オープン

第１回桜陶祭開催（中尾地区）

中尾上登窯 世界最大級と発掘調査で確認 新聞発表

県立波佐見高校に陶心館完成 長崎県窯業試験場、長崎県窯

業技術センターと改称、新庁舎落成

畑ノ原窯跡復元工事完成

中尾陶芸の里づくり事業完了 世界の窯広場完成 世界・�

の博覧会開催

長崎県指定無形文化財「白磁手ロクロ」保持者に田澤大助氏

認定

石丸水雄氏、波佐見古陶磁４１点を県立美術博物館へ寄贈。

波佐見焼４００年祭開催

５基の窯跡（畑ノ原窯跡・三股青磁窯跡・長田山窯跡・中尾

上登窯跡・永尾本登窯跡）と２箇所の窯業関連遺跡（皿山役

所跡・三股砥石川陶石採石場）が国史跡（『肥前波佐見陶磁

器窯跡』に指定

中尾郷に所在する明治２３年に建てられたやきもの卸商家であ

る『中尾山うつわ処 赤井倉』が国登録有形文化財に指定

永尾郷所在の『智惠治窯跡』が長崎県史跡指定

中尾山煙突（８箇所）など、長崎県まちづくり景観資産へ登

録される

三川内焼伝統産業会館を新築設立

工業組合の事務所を館内に移転

古平戸約８００点を佐世保市が一括購入

三川内焼伝統産業会館に三川内焼美術館増設完成・佐世保市

うつわの歴史館落成

世界・�の博覧会開催

三川内焼美術館に古平戸の展示を開始

開窯４００年祭を実施

長崎及び東京で三川内焼青華の世界展開催

常陸宮両殿下おなり（全国自然公園大会出席）

昭和天皇崩御

平

成

現

代


